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ABSTRAK 

Jalaludin Akbar. 2026. Analisis Tindak Tutur Ekspresif Meminta maaf Tokoh Kondo 

Asami dalam Drama Brush Up Life Berdasarkan Relasi Uchi-Soto. Skripsi. Prodi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Meminta maaf merupakan tindak tutur ekspresif untuk memperbaiki pelanggaran dan 

memelihara hubungan interpersonal. Dalam komunikasi bahasa Jepang, pemilihan 

bentuk dan strategi meminta maaf berkaitan dengan relasi uchi-soto yang bersifat 

situasional. Drama Brush Up Life dipilih karena menampilkan Kondo Asami dalam 

relasi dan perubahan kedekatan antartokoh dalam kehidupan berulang. Penelitian ini 

bertujuan mendeskripsikan strategi meminta maaf Kondo Asami dalam relasi uchi dan 

soto, serta menjelaskan pengaruh relasi tersebut. Penelitian menggunakan metode 

deskriptif kualitatif dengan pendekatan sosiopragmatik. Data berupa 32 tuturan dalam 

sepuluh episode, dikumpulkan melalui teknik simak bebas libat cakap dan catat. 

Analisis diawali dengan klasifikasi relasi berdasarkan bingkai situasional, keanggotaan, 

kedekatan dan riwayat hubungan, serta peran hierarkis, kemudian dilanjutkan dengan 

identifikasi lima strategi Olshtain dan Cohen. Hasil penelitian menunjukkan 15 data 

uchi dan 17 data soto. Illocutionary Force Indicating Device muncul pada seluruh data. 

Dalam relasi uchi, IFID didominasi keluarga bentuk ごめん; lima data menggunakan 

strategi tersebut secara tunggal, sedangkan Explanation or Account dan Taking on 

Responsibility masing-masing muncul pada lima data serta Offer of Repair pada satu 

data. Dalam relasi soto, IFID didominasi すみません, 失礼します, dan keluarga 申

し訳ない , walaupun ごめんなさい  juga muncul secara kontekstual; tiga data 

menggunakan strategi tunggal, sedangkan Explanation or Account muncul pada 

sebelas data, Offer of Repair pada lima data, dan Taking on Responsibility pada dua 

data. Promise of Forbearance tidak ditemukan. Relasi uchi cenderung menghasilkan 

permintaan maaf ringkas untuk menjaga kedekatan, sedangkan relasi soto cenderung 

menggunakan kombinasi lebih elaboratif untuk memelihara kesantunan dan mengelola 

jarak atau hierarki. Namun, kecenderungan tersebut tidak mutlak karena strategi dan 

bentuk juga ditentukan oleh konteks, jenis pelanggaran, tujuan komunikasi, dan 

riwayat hubungan. 

Kata kunci : tindak tutur, tindak tutur ekspresif, tindak tutur meminta maaf, 

pragmatik, sosiopragmatik, drama Jepang, uchi-soto. 
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ABSTRACT 

Jalaludin Akbar. 2026. An Analysis of Kondo Asami's Expressive Apology Speech 

Acts in the Drama Brush Up Life Based on  Relationships Uchi-Soto. Undergraduate 

Thesis. Japanese Language Education Study Program, Faculty of Languages and Arts, 

Universitas Negeri Jakarta. 

Apologizing is an expressive speech act used to repair offenses and maintain 

interpersonal relations. In Japanese communication, apology forms and strategies are 

associated with the situationally constructed uchi-soto relationship. Brush Up Life was 

selected because it portrays Kondo Asami across changing relationships within its 

repeated-life narrative. This study describes Asami's apology strategies in uchi and soto 

relations and explains how these relations shape her choices. A qualitative descriptive 

method with a sociopragmatic approach was employed. The data comprised 32 apology 

utterances from the ten-episode drama, collected through non-participant observation 

and note-taking. Relations were first classified by frame, membership, closeness and 

interactional history, and hierarchy; the utterances were then analyzed using Olshtain 

and Cohen's five apology strategies. The analysis identified 15 uchi and 17 soto cases. 

An Illocutionary Force Indicating Device occurred in every case. In uchi relations, 

IFIDs were dominated by the ごめん family; five cases used this strategy alone, while 

Explanation or Account and Taking on Responsibility each occurred in five cases and 

Offer of Repair in one. In soto relations, IFIDs were dominated by すみません, 失礼

します , and the 申し訳ない  family, although ごめんなさい  also occurred 

contextually; three cases used a single strategy, whereas Explanation or Account 

occurred in eleven cases, Offer of Repair in five, and Taking on Responsibility in two. 

Promise of Forbearance was absent. Uchi apologies tended to be concise and maintain 

closeness, whereas soto apologies more often used elaborated combinations to maintain 

politeness and manage distance or hierarchy. These tendencies were not absolute 

because form and strategy selection also depended on context, offense type, 

communicative purpose, and interactional history. 

Keywords: speech acts, expressive speech acts, apology speech acts, pragmatics, 

sociopragmatics, Japanese television drama, uchi-soto.  
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要旨 

Jalaludin Akbar．2026．『ブラッシュアップライフ』における近藤麻美の表

出的謝罪発話行為の分析ウチ・ソトの関係に基づいて。学部卒業論文。ジャ

カルタ：ジャカルタ国立大学言語芸術学部日本語教育学科。 

謝罪は、規範違反を修復し、対人関係を維持するための重要な表出的発話行

為である。日本語における謝罪形式および謝罪ストラテジーの選択は、状況

に応じて構成されるウチ・ソト関係と密接に関わる。本研究は、近藤麻美と

周囲の人物との関係性が変化し、多様な謝罪場面が描かれるドラマ『ブラッ

シュアップライフ』を対象とし、近藤麻美がウチ関係およびソト関係で用い

る謝罪ストラテジーを記述するとともに、両関係がその選択に及ぼす影響を

明らかにすることを目的とした。研究方法には社会語用論的アプローチに基

づく質的記述法を用いた。データは全 10話から抽出した近藤麻美の謝罪発話

32 例であり、場面のフレーム、フレーム内の成員性、関係的親密度、関係史、

必要に応じて階層的役割を基準としてウチ・ソト関係を分類した後、Olshtain 

and Cohen（1983）の謝罪ストラテジーに基づいて分析した。分析の結果、ウ

チ関係は 15例、ソト関係は 17例であり、IFIDは全 32例に確認された。ウチ

関係では普通語による簡潔な謝罪が多く、説明・弁明や責任の受け入れが補

助的に用いられた。一方、ソト関係では丁寧語・謙譲語による IFID に説明・

弁明や修復の申し出を組み合わせる傾向が認められた。再発防止の約束は両

関係とも確認されなかった。以上より、ウチ関係の謝罪は親密さの維持を重

視する一方、ソト関係では社会的距離や階層への配慮から複数のストラテジ

ーが用いられる傾向が示された。ただし、その実現は発話状況や関係史など

の文脈に応じて動的に変化することが明らかになった。 

キーワード：発話行為、表出的発話行為、謝罪発話行為、語用論、社会語用

論、日本のテレビドラマ、ウチ・ソト 
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『ブラッシュアップライフ』における近藤麻美の表出的謝罪発話行為の分析

―ウチ・ソト関係に基づいて 

ジャカルタ国立大学 

 

Jalaludin Akbar 

Jalalludinakbar030103@gmail.com 

 

概要 

 

A.  背景 

謝罪は、話者が自らの行為によって生じた不利益を認識し、損なわれ

た対人関係を修復・維持するための表出的発話行為である。日本語では、違

反の程度だけでなく、親密度、社会的距離、階層的役割、発話場面によっ

て、謝罪形式と謝罪ストラテジーが変化する。本研究では、その社会的関係

を捉える枠組みとしてウチ・ソト概念を用いる。ウチ・ソトは固定的な集団

区分ではなく、状況的フレーム、相手の成員性、関係的親密度、関係史、階

層的役割の相互作用によって構成される関係である。 

ドラマ『ブラッシュアップライフ』は、主人公の近藤麻美が家族、親

友、教師、同僚、上司、顧客、初対面の人物などと多様な関係を形成し、人

生の反復に伴って同一人物との親密度も変化するため、ウチ・ソトの動態と

謝罪の変化を観察するのに適している。先行研究では、ウチ・ソトと敬語・

待遇表現、または日本語の謝罪ストラテジーが個別に論じられてきたが、両

者を統合し、状況的に分類した関係と謝罪ストラテジーとの対応を分析した

研究は限られている。 

 

 

B. 問題提供 

本研究では、以下の三つの問題を設定する。 

1. ドラマ『ブラッシュアップライフ』において、近藤麻美がウチ関係で用い

る謝罪の発話行為のストラテジーにはどのようなものがあるか。 
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2. 近藤麻美がソト関係で用いる謝罪の発話行為のストラテジーにはどのよう

なものがあるか。 

3. ウチ・ソト関係は、近藤麻美の謝罪の形式およびストラテジーの選択にど

のような影響を与えるか。 

 

C. 研究の方法 

本研究は、社会語用論的アプローチに基づく質的記述研究である。資

料は全 10話のドラマ『ブラッシュアップライフ』であり、近藤麻美の謝罪発

話 32例を分析対象とした。データは、全話の反復視聴、謝罪発話の識別、記

録・符号化、再確認という手順により、非参与観察法と記録法を用いて収集

した。 

分析では、状況的フレーム、フレーム内の成員性、関係的親密度と関

係史を中核的指標とし、必要に応じて階層的役割を補助的指標として、各場

面のウチ・ソト関係を分類した。その後、オルシュタインとコーエン

（1983）の謝罪発話行為セットに基づき、直接的謝罪表現（IFID）、説明・

弁明（EoA）、責任の受け入れ（ToR）、修復の申し出（OoR）、再発防止

の約束（PoF）を同定した。関係分類を言語形式の分析に先行させること

で、敬語を関係判定の根拠と分析結果の双方に用いる循環的解釈を避けた。 

 

D. 研究の結果と考察 

32例のうち、15例がウチ関係、17例がソト関係に分類された。IFID

は全データに出現した。ウチ関係では、全例が「ごめん」「ごめんね」など

の普通体で実現され、IFID単独は 5例であった。補助ストラテジーは EoAが

5例、ToRが 5例、OoRが 1例であり、共有された文脈と関係史を背景に、

簡潔な謝罪と個人的な責任の受け入れが比較的多く見られた。この謝罪は、

親密さと相手への配慮を維持する機能を担っている。 

ソト関係では、IFIDが「すみません」「申し訳ない」「失礼します」

などの丁寧語または謙譲的表現で実現され、単独使用は 3例であった。EoA

は 11例、OoRは 5例、ToRは 2例であり、IFIDに説明や具体的な修復を組
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み合わせる傾向が強かった。共有文脈の少ない相手や上位者に対しては、行

為の理由と対応を明示し、丁寧さを保ちながら社会的距離や階層を管理する

必要があるためである。PoFは両関係とも確認されなかったが、これはウ

チ・ソトの差ではなく、違反が主として一時的・偶発的で、再発を前提とし

ない性質であったことによる。 

また、同一の職場フレームを共有していても、親密な同僚はウチ、関

係の浅い同僚や上司はソトとして分類される事例が確認された。したがっ

て、フレームの共有だけでは関係は決定されず、関係的親密度と関係史が大

きく作用する。以上から、ウチ・ソト関係は、IFIDの形式、ストラテジー構

成の複雑さ、謝罪の対人的機能に一定の方向性を与えるが、その対応は固定

的ではなく、場面、違反の性質、目的、階層、関係史に応じて動的に調整さ

れると考えられる。 

 

E. 結論 

本研究により、ウチ関係の謝罪は普通体による簡潔な IFIDを中心とし

て親密さの維持に向かい、ソト関係の謝罪は丁寧・謙譲的な IFIDと EoA、

OoRの組み合わせを通して、丁寧さと社会的距離を管理する傾向が明らかに

なった。ただし、ウチ・ソトは人物に固定された属性ではなく、相互行為の

たびに複数の社会的要因から構成される関係である。したがって、日本語の

謝罪ストラテジーは、違反の程度だけでなく、社会的関係とコミュニケーシ

ョン上の必要性に応じて選択される。本研究は、謝罪を関係調整のための社

会語用論的実践として捉え、ウチ・ソトを非言語的指標によって先に分類す

る分析手順を示した点で、日本語語用論研究に寄与するものである。


